
誰も落ちないチーフアカウンタント資格試験

（第８回）

　駐在員なら誰でも聞いたことがあるチーフアカウン
タントという資格。このベトナム特有の資格制度によ
って、制度を正しく理解せずに振り回されてしまった
り、有資格者を過大評価してしまい人材採用に失敗し
てしまうケースを非常に多くお見受けします。税務と
いうテーマからは少々ずれますが、今回はこのチーフ
アカウンタントを取り上げたいと思います。

　

本当に採用しなければならないのか？
　
　チーフアカウンタントを日本人に分かりやすい言葉
にするとすれば、経理部長資格ということになると思
います。日本では経理部長には誰でも就任できますが、
ベトナムはチーフアカウンタントという資格を有する
従業員を経理責任者に就任させ、当局に登録しなけれ
ばなりません。
　会社を設立したら直ちに採用しなければならないと
いうことではなく、会計法では「２年連続で不在はＮ
Ｇ」とされており、実務上は２年目の決算時までに採
用すれば問題ありません。また、会計事務所の記帳代
行を利用している会社のための例外規定もあります。
会計法では、正規のライセンスを有する会計事務所に
常勤のベトナム公認会計士から合法的に名義借りが可
能とされています。会社を新規に設立したり、既に採
用したチーフアカウンタントが退職したからといって、
焦って採用する必要はなさそうです。
　

安価かつ簡単な試験
　
　チーフアカウンタントという資格は非常に簡単に取
得可能です。経済学部など会計に関する大学や専門学
校を卒業し、２～３年の実務経験を経れば受験資格が
得られます。受験する前に半年程度、夜間の専門学校

でチーフアカウンタント養成コースを受講しなければ
なりませんが、このコースの受講料は100万～200万
ドン程度（5,000円～１万円程度）で、通常は出欠確
認をしません。試験はとても簡単で、合格ラインは正
答率50％。万が一失敗しても何度も受験できます。弊
社のスタッフは皆３～４年目になると受験しますが、
自分はもちろん、知り合いで資格取得に失敗した人は
いないとのことです。もはやこの資格を持っていると
いうこと自体は、本人の実務能力とほとんど関係ない
といっても過言ではないと言えるでしょう。
　
　

資格に左右されず実力重視で人材採用を
　
　チーフアカウンタントの給与水準は年々上がってい
ますが、デキる人とデキない人の差はかなり大きいで
す。ベトナムの税務調査は厳しく、親会社が上場企業
であれば決算のスピードと精度を求められるため、優
秀なチーフアカウンタントを採用することが重要であ
ることは間違いありません。面接で実力を見極めるの
はとても難しいことではありますが、実務経験を重視
したり、会計事務所のコンサルタントに面接に同席し
てもらうなどして、可能な限り実力を見極める努力を
し、経理責任者を採用されることをお勧めします。
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